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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像光学系により結像された被写体像の取得のための撮像素子を含む電子回路部と、該
電子回路部を収容する筐体と、該筐体の外方から前記電子回路部に電気的に接続される接
続コードと、を備える撮像装置であって、
　前記筐体は、内方と外方とを連通する連通孔を有し、
　前記筐体には、金属材料から為り板形状を呈するカバー部材が、前記連通孔を封止的に
遮蔽して取り付けられ、
　前記カバー部材には、前記接続コードの挿通を許すコード挿通孔が設けられ、
　前記コード挿通孔には、前記接続コードとの間に封止構造が設けられ、
　前記封止構造は、前記コード挿通孔の内周縁部から内方へ向けて延出された爪部が、前
記接続コードの外周面に圧着されて構成されていることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記コード挿通孔は、前記接続コードの外周形状に応じる内周形状とされていることを
特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記連通孔は、前記コード挿通孔を包含する大きさ寸法とされ、
　該コード挿通孔は、撮影光軸方向から見ると前記連通孔の内方に位置されていることを
特徴とする請求項１または請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記連通孔は、平坦な外壁面を開口していることを特徴とする請求項１ないし請求項３
のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記接続コードには、前記電子回路部との電気的な接続のためのコネクタ部が設けられ
、
　前記カバー部材には、前記コネクタ部における前記電子回路部との電気的な接続の解除
を防止すべく、前記コネクタ部と当接可能な係合突起部が設けられていることを特徴とす
る請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　撮像光学系により結像された被写体像の取得のための撮像素子を含む電子回路部と、該
電子回路部を収容する筐体と、該筐体の外方から前記電子回路部に電気的に接続される接
続コードと、を備える撮像装置であって、
　前記筐体は、内方と外方とを連通する連通孔を有し、
　前記筐体には、金属材料から為り板形状を呈するカバー部材が、前記連通孔を封止的に
遮蔽して取り付けられ、
　前記カバー部材には、前記接続コードの挿通を許すコード挿通孔が設けられ、
　前記接続コードには、前記電子回路部との電気的な接続のためのコネクタ部が設けられ
、
　前記カバー部材には、前記コネクタ部における前記電子回路部との電気的な接続の解除
を防止すべく、前記コネクタ部と当接可能な係合突起部が設けられていることを特徴とす
る撮像装置。
【請求項７】
　前記連通孔は、前記コード挿通孔を包含する大きさ寸法とされ、
　該コード挿通孔は、撮影光軸方向から見ると前記連通孔の内方に位置されていることを
特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記コード挿通孔には、前記接続コードとの間に封止構造が設けられ、
　前記封止構造は、前記コード挿通孔の内周縁部と前記接続コードの外周面とが溶着され
て構成されていることを特徴とする請求項６または請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記コード挿通孔には、前記接続コードとの間に封止構造が設けられ、
　前記封止構造は、前記コード挿通孔と前記接続コードとの間が充填部材により充填され
て構成されていることを特徴とする請求項６または請求項７に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項９のいずれか１項に記載の撮像装置を用いることを特徴とする車
載カメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ等として用いられる撮像装置に関し
、特に、車載カメラや監視カメラに好適な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像用のレンズ等の光学素子を有する撮影光学系と、それにより結像された被写
体像の取得のための撮像素子と、その撮像素子から出力された電気信号に基づく被写体像
に対応したデジタル画像データの生成等を行う電子回路部と、が筐体に収容され、その筐
体に、取得した画像データを電子回路部から伝送するための接続コードが設けられて構成
された撮像装置が知られている。このような撮像装置では、筐体に防塵機能を具備させる
構成とすることにより、筐体に収容された各機構を塵埃等から保護するものが知られてい
る（例えば、特許文献１参照）。
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【０００３】
　この従来の撮像装置では、接続コードと電子回路部とを電気的に接続した状態で、その
接続コードの接続端部をモールド成形により絶縁性の樹脂で被覆して、筐体への接続箇所
を形成している。このため、撮像装置では、接続コードの接続端部の防塵性を確保するこ
とができ、その接続端部を被覆する接続箇所を、例えばＯリングを介在させる等により筐
体に対して防塵可能に取り付けることで、接続コードを筐体内へと導く箇所における防塵
機能を確保することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、撮像装置では、用いる接続コードの種類を、自身の機能や取得した画像デー
タの出力先の仕様に適合させる必要がある。ところが、上記した従来の撮像装置では、接
続コードと接続端部とを一体成形するものであることから、用いる接続コードの種類を変
更するためには、新たな接続コードとそれに対応する接続端部とを一体成形する必要があ
るので、その接続端部のモールド成形のための金型を変更する必要がある。
【０００５】
　ここで、上記した撮像装置では、筐体と接続端部との間での防塵性を確保するために、
接続端部を当該筐体に対応する形状としつつその接続端部に極めて高い加工精度が要求さ
れることから、新たな種類の接続コードのための接続端部のモールド成形に用いる金型を
作成することは容易ではない。このため、従来の撮像装置では、用いる接続コードの種類
を変更することが困難であった。
【０００６】
　本発明は、上記の事情に鑑みて為されたもので、防塵機能を損なうことなく、用いる接
続コードの種類を容易に変更することのできる撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明の撮像装置は、撮像光学系により結像された被写体像の取得のための撮像素子
を含む電子回路部と、該電子回路部を収容する筐体と、該筐体の外方から前記電子回路部
に電気的に接続される接続コードと、を備える撮像装置であって、前記筐体は、内方と外
方とを連通する連通孔を有し、前記筐体には、金属材料から為り板形状を呈するカバー部
材が、前記連通孔を封止的に遮蔽して取り付けられ、前記カバー部材には、前記接続コー
ドの挿通を許すコード挿通孔が設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　前記コード挿通孔は、前記接続コードの外周形状に応じる内周形状とされている構成と
することができる。
【０００９】
　前記コード挿通孔には、前記接続コードとの間に封止構造が設けられている構成として
もよい。
【００１０】
　前記連通孔は、前記コード挿通孔を包含する大きさ寸法とされ、該コード挿通孔は、撮
影光軸方向から見ると前記連通孔の内方に位置されている構成とすることができる。
【００１１】
　前記連通孔は、平坦な外壁面を開口している構成としてもよい。
【００１２】
　前記封止構造は、前記コード挿通孔の内周縁部から内方へ向けて延出された爪部が、前
記接続コードの外周面に圧着されて構成されているものとすることができる。
【００１３】
　前記封止構造は、前記コード挿通孔の内周縁部と前記接続コードの外周面とが溶着され
て構成されているものとしてもよい。
【００１４】
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　前記封止構造は、前記コード挿通孔と前記接続コードとの間が充填部材により充填され
て構成されているものとすることができる。
【００１５】
　前記接続コードには、前記電子回路部との電気的な接続のためのコネクタ部が設けられ
、前記カバー部材には、前記コネクタ部における前記電子回路部との電気的な接続の解除
を防止すべく、前記コネクタ部と当接可能な係合突起部が設けられている構成としてもよ
い。
【００１６】
　本願発明の車載カメラは、上記した撮像装置を用いることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る撮像装置では、筐体の連通孔をカバー部材で封止し、そのカバー部材のコ
ード挿通孔に接続コードを挿通することで、接続コードを筐体内へと導く箇所における封
止性能（防塵機能）を確保しつつ接続コードを電子回路部に接続することができることか
ら、筐体およびカバー部材を変更することなくカバー部材のコード挿通孔を変更するだけ
で、封止性能を確保しつつ種々の接続コードに適応させることができるので、用いる接続
コードの種類を容易に変更することができる。
【００１８】
　また、本発明に係る撮像装置では、カバー部材が金属材料から為り板形状とされている
ことから、接続コードの挿通を許すコード挿通孔を容易に形成することができる。
【００１９】
　さらに、本発明に係る撮像装置では、金属材料から為り板形状を呈することにより加工
が容易とされたカバー部材のみを封止性能の確保のための加工精度を満たすものとすれば
良いので、用いる接続コードの種類に関係なく連通孔を確実に封止することができる。
【００２０】
　上記した構成に加えて、前記コード挿通孔は、前記接続コードの外周形状に応じる内周
形状とされていることとすると、コード挿通孔を接続コードでより適切に充填することが
でき、コード挿通孔と接続コードとの間での封止性能の確保を容易なものとすることがで
きる。
【００２１】
　また、カバー部材が金属材料から為り板形状とされていることから、接続コードの外周
形状に応じる内周形状のコード挿通孔を容易に形成することができる。
【００２２】
　上記した構成に加えて、前記コード挿通孔には、前記接続コードとの間に封止構造が設
けられていることとすると、コード挿通孔内での接続コードの周辺における封止性能をよ
り確実に確保することができる。
【００２３】
　上記した構成に加えて、前記連通孔は、前記コード挿通孔を包含する大きさ寸法とされ
、該コード挿通孔は、撮影光軸方向から見ると前記連通孔の内方に位置されていることと
すると、連通孔を含む筐体およびカバー部材の変更を招くことなく接続コードの種類を容
易に変更することができる。
【００２４】
　上記した構成に加えて、前記連通孔は、平坦な外壁面を開口していることとすると、平
板状のカバー部材と平坦な外壁面との面当接が可能であるので、そのカバー部材で連通孔
を容易に封止することができる。
【００２５】
　上記した構成に加えて、前記封止構造は、前記コード挿通孔の内周縁部から内方へ向け
て延出された爪部が、前記接続コードの外周面に圧着されて構成されていることとすると
、簡易な構成でコード挿通孔内での接続コードの周辺における封止性能を確保することが
できる。
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【００２６】
　上記した構成に加えて、前記封止構造は、前記コード挿通孔の内周縁部と前記接続コー
ドの外周面とが溶着されて構成されていることとすると、簡易な構成でコード挿通孔内で
の接続コードの周辺における封止性能を確保することができる。
【００２７】
　上記した構成に加えて、前記封止構造は、前記コード挿通孔と前記接続コードとの間が
充填部材により充填されて構成されていることとすると、簡易な構成でコード挿通孔内で
の接続コードの周辺における封止性能を確保することができる。
【００２８】
　上記した構成に加えて、前記接続コードには、前記電子回路部との電気的な接続のため
のコネクタ部が設けられ、前記カバー部材には、前記コネクタ部における前記電子回路部
との電気的な接続の解除を防止すべく、前記コネクタ部と当接可能な係合突起部が設けら
れていることとすると、コネクタ部およびそこに連続する接続コードに、コネクタ部と電
子回路部との電気的な接続を解除させる力が作用したとしても、係合突起部によりコネク
タ部と電子回路部との電気的な接続が解除されることを防止することができる。
【００２９】
　上記した構成の撮像装置を用いた車載カメラでは、封止性能を損なうことなく用いる接
続コードの種類を容易に変更させることができることから、任意の車両に搭載することが
でき、運転者による視認を支援することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本願発明に係る撮像装置１０の概略的な構成を説明するための前側から見た説明
図である。
【図２】撮像装置１０の概略的な構成を説明するための後側から見た説明図である。
【図３】図２のＩ－Ｉ線に沿って得られた撮像装置１０の模式的な断面図である。
【図４】撮像装置１０における接続コード１８を筐体１１内（後側筐体部１３）へと導く
箇所の構成を部品毎に分解して示す説明図である。
【図５】後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃの概略的な構成を説明するための後側か
ら見た説明図である。
【図６】カバー部材４１の概略的な構成を説明するための説明図である。
【図７】異なる種類の接続コード１８およびそれに対応するコード挿通孔４１ｂを説明す
るための説明図であり、（ａ）は断面円形状の接続コード１８´の例を示し、（ｂ）は断
面矩形状の接続コード１８´´の例を示している。
【図８】図２のII－II線に沿って得られた撮像装置１０の模式的な断面図である。
【図９】実施例とは異なる他の封止構造を説明するための図８と同様の断面図である。
【図１０】図８および図９とは異なる他の封止構造を説明するための図８と同様の断面図
である。
【図１１】図８、図９および図１０とは異なる他の封止構造を説明するための後側から見
た説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下に、本願発明に係る撮像装置の発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明す
る。
【実施例】
【００３２】
　本発明に係る撮像装置の一例としての本実施例の撮像装置１０を、図１ないし図１１を
用いて説明する。
【００３３】
　撮像装置１０は、図１ないし図３に示すように、筐体１１が撮像光学系２０（図１では
、その後述する対物レンズ（レンズ２１ａ）および抜止部材２４の前端部のみが露見して
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いる）と電子回路部３０（図３参照）とを収容し、その筐体１１に接続コード１８が接続
されて構成されている。
【００３４】
　筐体１１は、本実施例では、撮影光軸ＯＡ方向で見て、前側（被写体側）となる前側筐
体部１２と、後側となる後側筐体部１３と、により構成されている。筐体１１では、図示
は略すが、封止部材（例えば、Ｏリングや平パッキン等）を介在させた状態で、前側筐体
部１２の後端面１２ａを後側筐体部１３の前端面１３ａに付き合わされてネジ止め等で結
合される。このため、筐体１１は、互いの結合箇所における封止性能を有する。ここで言
う封止性能とは、少なくとも撮像装置１０の性能を維持する観点から求められる防塵機能
を有するものであり、望ましくは防水機能を有することをいう。
【００３５】
　前側筐体部１２は、対物レンズ（レンズ２１ａ）を撮影光軸ＯＡに直交する方向（径方
向）で見た周囲を取り囲むように、撮像光学系２０を保持している。この前側筐体部１２
には、図３に示すように、撮像光学系２０の鏡筒２２の撮影光軸ＯＡ方向での挿通が可能
とされた円柱状の挿通孔１２ｂが設けられている。この挿通孔１２ｂでは、撮影光軸ＯＡ
方向で見た後側（後側筐体部１３側）に、内周壁面から内方へと突出された環状の内方突
出部１２ｃが設けられている。挿通孔１２ｂは、内方突出部１２ｃが設けられることによ
り、前側筐体部１２において、前側（被写体側）から見て同心状の２つの円形状を呈する
段付きの貫通孔を形成している。
【００３６】
　後側筐体部１３は、図１ないし図３に示すように、一端開放の箱形状を呈する。この後
側筐体部１３は、前側筐体部１２の後端面１２ａの後方において、撮像光学系２０と、そ
の鏡筒２２に結合された電子回路部３０と、を収容可能な大きさ寸法（深さ寸法）とされ
ている。後側筐体部１３には、後端側に、撮像装置１０（筐体１１）を所望の場所に取り
付けるための２つの取付突起１３ｂと、コード取付部分１３ｃと、が設けられている。両
取付突起１３ｂは、ねじ穴が設けられたボス部とされている（図２参照）。コード取付部
分１３ｃは、後側筐体部１３への接続コード１８の取付箇所を構成する。
【００３７】
　その接続コード１８は、電子回路部３０（後述する電子部品３３）へと電力を供給した
り、電子回路部３０に実装される撮像素子３２で取得した画像データを伝送したりする。
接続コード１８は、自身の機能や取得した画像データの出力先の仕様に適合する種類のも
のが選定されている。ここでいう自身の機能とは、例えば、撮像装置１０が単に取得した
画像データを出力するものであるのか、撮像光学系２０の光学的な設定の変更（焦点距離
調整や光学フィルタの有無等）のための命令を受けるものであるのか、等をいい、撮像光
学系２０の構成や電子回路部３０の後述する電子部品３３（そこで構成される所定の電子
回路）の構成により決定される。また、画像データの出力先の仕様とは、例えば、撮像装
置１０を車載カメラとして用いる場合には、搭載する車両における電源供給線の様式や表
示部としてのモニタの様式により決定され、ＡＴＭに搭載する監視カメラとして用いる場
合には、監視用モニタの様式や画像データ蓄積部の様式により決定される。
【００３８】
　この接続コード１８は、本実施例では、断面円形の５つの線材が並列されて構成されて
おり（図２参照）、各線材は芯線部１８ａが芯線被覆部１８ｂに被覆されて形成されてい
る（図３参照）。接続コード１８は、本実施例では、筐体１１側となる一端にコネクタ部
１８ｃが設けられている。その他、接続コードとしては、例えば、図７（ａ）に示すよう
に、延在方向に直交する断面が単一の円形状の線材で構成されているもの（接続コード１
８´参照）や、図７（ｂ）に示すように、延在方向に直交する断面が単一の矩形状の線材
で構成されているもの（接続コード１８´´参照）等があげられる。この接続コード１８
は、筐体１１の外部との封止性能を有した状態で後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃ
に取り付けられているが、この構成については後に詳述する。この筐体１１内に撮像光学
系２０が収容されている。
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【００３９】
　撮像光学系２０は、画像取得のために任意の位置に結像させるものであり、少なくとも
１つ以上の光学素子を有し、撮像装置１０（撮像光学系２０）において求められる光学性
能に応じて適宜構成される。この撮像光学系２０は、複数の光学素子から為る光学素子群
２１が筒状の鏡筒２２に収容されて構成されている。その光学素子群２１は、本実施例で
は、最も被写体（物体）側に位置する対物レンズとしてのレンズ２１ａから、撮影光軸Ｏ
Ａに沿って複数の光学素子（レンズや絞り等）で形成されている。なお、図３においては
、図面の簡素化を図るために、光学素子群２１におけるレンズ２１ａ以外の複数の光学素
子を単一の光学素子２１ｐとして示している。この明細書では、撮像光学系２０における
光学的な軸線、すなわち光学素子群２１（鏡筒２２）の中心軸位置となるレンズ２１ａお
よび光学素子２１ｐの回転対称軸を、撮像光学系２０すなわち撮像装置１０の撮影光軸Ｏ
Ａとする。
【００４０】
　撮像光学系２０は、上述したように鏡筒２２に光学素子群２１が保持されて構成されて
いる。この鏡筒２２は、光学素子群２１を内方で保持すべく筒状を呈し、外観形状が、前
側（被写体側）となる一端側が相対的に径寸法（径方向で見た撮影光軸ＯＡを基準とする
外径寸法）の大きい段付きの形状とされている。鏡筒２２は、前側の拡径部が前側筐体部
１２の挿通孔１２ｂの拡孔部への挿通が可能でありかつ内方突出部１２ｃの内方へと挿通
することのできない外径寸法とされ、縮径部が当該内方突出部１２ｃの内方への挿通が可
能な外径寸法とされている。
【００４１】
　この鏡筒２２では、縮径部の外周面に鏡筒側ネジ溝としてのネジ溝２２ａが設けられて
いる。このネジ溝２２ａは、後述する前側ナット状部材２５のネジ溝２５ａ、後側ナット
状部材２６のネジ溝２６ａおよび電子回路部３０の結合部材３５のネジ溝３５ａと螺合可
能とされている。
【００４２】
　鏡筒２２では、光学素子群２１の保持のために、中心位置を撮影光軸ＯＡ方向に沿って
貫通する保持孔２２ｂが設けられている。この保持孔２２ｂは、前側（被写体側）が光学
素子群２１としてのレンズ２１ａの嵌合が可能な大内径部とされており、その後側が当該
大内径部よりも小さな内径寸法で光学素子群２１の残りの光学素子２１ｐに適合する内径
形状の小内径部とされている。この小内径部の後側（撮像素子３２側）すなわち鏡筒２２
の後端には、嵌合されて収容した光学素子群２１の脱落を防止するための内縁突起部２２
ｃが設けられている。この鏡筒２２では、大内径部側（被写体（物体）側）の開口から、
光学素子２１ｐ、封止部材２３およびレンズ２１ａの順に、鏡筒２２の保持孔２２ｂへと
挿入されて、光学素子群２１が収容される。封止部材２３は、環状のシール部材である。
【００４３】
　この保持孔２２ｂに挿入された光学素子群２１は、抜止部材２４により、大内径部側の
開口から脱落することが防止される。この抜止部材２４は、鏡筒２２の拡径部の外周面を
取り巻くことが可能な大きさ寸法および形状とされた筒状を呈し、前端部（被写体側の端
部）がレンズ２１ａの前面の周縁部（有効エリアの外側位置）に外方（前側）から当接可
能な径寸法とされている。また、抜止部材２４は、後端部にネジ溝が設けられており、鏡
筒２２の拡径部の外周面に設けられたネジ溝との螺合が可能とされている。抜止部材２４
は、保持孔２２ｂに光学素子群２１が適切に挿入された状態において、上述した両ネジ溝
が螺合されることにより、レンズ２１ａを鏡筒２２の後側（後述する撮像素子３２側）へ
と押圧しつつ鏡筒２２の拡径部を覆うように、当該鏡筒２２に取り付けられる。これによ
り、レンズ２１ａの後面と保持孔２２ｂの大内径部との間に配置された封止部材２３が適
切に圧縮される。このため、撮像光学系２０では、適切に圧縮された封止部材２３により
、レンズ２１ａの周囲から鏡筒２２の内方（保持孔２２ｂ）への塵埃等の侵入が防止され
ており、封止性能を有している。このように、撮像光学系２０では、鏡筒２２により封止
的に光学素子群２１（その対物レンズとなるレンズ２１ａ）が保持され、所望の光学性能
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を有している。この撮像光学系２０の光学素子群２１の結像位置に、電子回路部３０が（
後述する撮像素子３２）配置される。
【００４４】
　電子回路部３０は、基板３１に撮像素子３２と電子部品３３とコネクタ部品３４とが実
装されて構成されている。撮像素子３２は、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄ
ｅｖｉｃｅ）イメージセンサやＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏ
ｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）等を用いて構成された固体撮像素子であり、撮
像光学系２０（光学素子群２１）を通して受光面３２ａ上に結像された被写体像を電気信
号（画像データ）に変換して出力する。撮像素子３２は、撮像光学系２０（光学素子群２
１）として設定された光学性能を効率よく発揮させるべく、その撮像光学系２０（光学素
子群２１）により形成された被写体像が、実質的な受光領域を形成する受光面３２ａ上に
適切に位置するように、撮像光学系２０（その鏡筒２２）に対する位置が設定されて設け
られている。
【００４５】
　電子部品３３は、基板３１において、所定の電子回路を構成している。この電子回路は
、撮像素子３２における動作の制御や撮像素子３２から出力された電気信号に基づく被写
体像に対応したデジタル画像データの生成等を行い、そのデジタル画像データを所定の信
号（例えば、ＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏ
ｍｍｉｔｔｅｅ）のアナログ信号）に変換して接続コード１８へと出力する。なお、この
電子回路の構成のための基板（３１）は、要求される性能を満たしつつ撮像装置１０の小
型化を図ることを可能とするものであれば、多層設けるものであってもよく、実装する各
電子部品の数や大きさ形状等を勘案して適宜設定すればよい。
【００４６】
　コネクタ部品３４は、基板３１に構成される所定の電子回路（電子部品３３）と接続コ
ード１８とを電気的に接続すべく、基板３１に配設されている。このコネクタ部品３４は
、選択された接続コード１８（接続コード）に設けられたコネクタ部１８ｃに適合するも
のとされており、そのコネクタ部１８ｃすなわち接続コード１８との電気的な接続が可能
とされている。
【００４７】
　この電子回路部３０では、基板３１における撮像素子３２が実装された面に、結合部材
３５が設けられている。この結合部材３５は、撮像光学系２０（光学素子群２１）の結像
位置を撮像素子３２の受光面３２ａ上とすべく、撮像素子３２が実装された基板３１を鏡
筒２２に結合するものである。結合部材３５は、本実施例では、鏡筒２２の縮径部の内方
への挿入を許すとともに撮像素子３２を内方に位置させることを可能とする断面Ｌ字状の
円筒状を呈し、内周面に結合部材側ネジ溝としてのネジ溝３５ａが設けられている。この
ネジ溝３５ａは、鏡筒２２の縮径部の外周面に設けられたネジ溝２２ａとの螺合が可能と
されている。結合部材３５は、撮像素子３２を取り囲むように後端面が基板３１に当接さ
れた状態で、図示を略すネジ部材による螺合により当該基板３１に固定されている。この
電子回路部３０（結合部材３５）の鏡筒２２（縮径部）への固定、および前側筐体部１２
と鏡筒２２との固定のために、２つのナット状部材２５、２６が設けられている。
【００４８】
　両ナット状部材２５、２６は、鏡筒２２の縮径部への挿通を可能とする環状部材であり
、内周面に鏡筒２２の縮径部の外周面に設けられたネジ溝２２ａとの螺合が可能なネジ溝
２５ａ、２６ａが設けられている。鏡筒２２において拡径部側に配置される前側ナット状
部材２５は、前側筐体部１２と鏡筒２２とを固定するものである。また、鏡筒２２におい
て内縁突起部２２ｃ側に配置される後側ナット状部材２６は、電子回路部３０（結合部材
３５）を鏡筒２２（縮径部）に固定するものである。
【００４９】
　この撮像装置１０では、前側筐体部１２の挿通孔１２ｂの内方突出部１２ｃと、鏡筒２
２の大径部と、の間に封止部材２７を介在させて、鏡筒２２（そのネジ溝２２ａ）に螺合
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した前側ナット状部材２５（そのネジ溝２５ａ）を、鏡筒２２に対して適宜回転させる（
締め付ける）ことにより、前側筐体部１２と鏡筒２２とが圧接されて固定される。この封
止部材２７は、環状のシール部材である。封止部材２７は、互いに圧接された前側筐体部
１２と鏡筒２２とにより適切に圧縮される。このため、適切に圧縮された封止部材２７に
より、前側筐体部１２の外表面側（対物レンズとなるレンズ２１ａが露出された側）から
の、前側筐体部１２と鏡筒２２（撮像光学系２０）との間での塵埃等の侵入が防止されて
おり、封止性能を有している。
【００５０】
　また、撮像装置１０では、ピント調整が為された状態で撮像光学系２０（光学素子群２
１）に対する撮像素子３２の位置が設定されて、鏡筒２２（そのネジ溝２２ａ）に螺合し
た後側ナット状部材２６（そのネジ溝２６ａ）を、鏡筒２２に対して適宜回転させる（締
め付ける）ことにより、鏡筒２２と、結合部材３５すなわち撮像素子３２と、が固定され
る。
【００５１】
　次に、接続コード１８を筐体１１内へと導く箇所である後側筐体部１３のコード取付部
分１３ｃにおける封止性能を確保する構成について説明する。撮像装置１０では、図３お
よび図４に示すように、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃにカバー部材４１を取り
付けて、接続コード１８を筐体１１内へと導く箇所の封止性能を確保している。
【００５２】
　このコード取付部分１３ｃは、上述したように、後側筐体部１３への接続コード１８の
取付箇所を構成するものであり、図５に示すように、封止用当接面１３ｄを規定している
。この封止用当接面１３ｄは、後側筐体部１３の後端側に位置する平坦な外壁面であり、
カバー部材４１の面当接が可能とされている。封止用当接面１３ｄには、カバー部材４１
により遮蔽可能な連通孔１３ｅが設けられている。
【００５３】
　この連通孔１３ｅは、後側筐体部１３（筐体１１）の内方と外方とを連通させる貫通孔
であり、少なくとも選択されることが想定される最も大きな外形形状の接続コード１８の
挿通を可能とする大きさ寸法とされている。連通孔１３ｅは、本実施例では、カバー部材
４１により遮蔽可能であることを前提として、可能な限り大きな大きさ寸法とされている
。ここでいう可能な限りとは、撮像装置１０では小型化が要求されることから、全体の大
きさ寸法を決定する筐体１１の大きさ寸法には制限があるので、後側筐体部１３の大きさ
寸法にも制限があることによる。このコード取付部分１３ｃは、本実施例では、２つの取
付突起１３ｂの下方において、後側筐体部１３から突出されて形成されている。コード取
付部分１３ｃには、連通孔１３ｅの両側にねじ穴１３ｆが設けられている。
【００５４】
　カバー部材４１は、図６に示すように、金属材料から形成された板状部材であり、撮影
光軸ＯＡ方向で見て連通孔１３ｅよりも大きな大きさ寸法とされている（図４参照）。こ
のカバー部材４１は、コード取付部分１３ｃの連通孔１３ｅを封止するように、コード取
付部分１３ｃの封止用当接面１３ｄに取り付けることが可能とされている。カバー部材４
１は、本実施例では、弾性材料からなる板状の封止部材４２（図４参照）を介在させつつ
封止用当接面１３ｄに押し当てられることにより、連通孔１３ｅを封止しつつ遮蔽する。
なお、封止部材４２は、封止用当接面１３ｄとカバー部材４１との間（連通孔１３ｅ）で
の封止性能を補助的に向上させるものであることから、要求される封止性能の程度に応じ
て適宜設ければよい。カバー部材４１は、本実施例では、そのねじ挿通孔４１ａに挿通さ
れた螺合部材４３がねじ穴１３ｆに螺合されることにより、封止用当接面１３ｄに取り付
けられる（図４参照）。これにより、コード取付部分１３ｃでは、カバー部材４１により
連通孔１３ｅが封止される。
【００５５】
　このカバー部材４１には、接続コード１８を挿通させるためのコード挿通孔４１ｂが設
けられている。このコード挿通孔４１ｂは、カバー部材４１の外方から後側筐体部１３の
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連通孔１３ｅを経て後側筐体部１３すなわち筐体１１の内方へと接続コード１８を挿通さ
せるための貫通孔である。コード挿通孔４１ｂは、連通孔１３ｅよりも小さな大きさ寸法
とされ、撮影光軸ＯＡ方向から見ると連通孔１３ｅの内方に位置するように設けられてい
る。このコード挿通孔４１ｂ（その内周形状）は、選択された接続コード１８の外周形状
に応じるものとされている。この外周形状に応じるとは、少なくとも接続コード１８の挿
通を可能とする形状および大きさ寸法であって、接続コード１８の伸長方向に直交する断
面で見た当該接続コード１８の輪郭形状に倣うものであることをいう。このコード挿通孔
は、例えば、断面形状が円形の接続コード１８´の場合には、その円形断面よりも僅かに
大きな径寸法の円形貫通孔（図７（ａ）の符号４１ｂ´参照）とし、断面形状が矩形の接
続コード１８´´の場合には、その矩形断面よりも僅かに大きな外形寸法の矩形貫通孔（
図７（ｂ）の符号４１ｂ´´参照）とする。
【００５６】
　コード挿通孔４１ｂは、本実施例では、上述したように、選択した接続コード１８（接
続コード）が断面円形の５つの線材が並列されて構成されていることから（図２および図
４参照）、当該５つの線材を包括的に取り囲む矩形の長孔としている。また、コード挿通
孔４１ｂは、本実施例では、カバー部材４１が部分的に切り欠かれて構成されており、そ
の切り欠かれた片状部が折り曲げられて係合突起部４１ｃが形成されている。この係合突
起部４１ｃは、撮影光軸ＯＡ方向の前側へ向けて延在されており、後述するように組み付
けられた状態において、先端部４１ｄが接続コード１８のコネクタ部１８ｃ（そのケース
部分）と所定の間隔を置いて対向している（図８参照）。この所定の間隔は、接続コード
１８のコネクタ部１８ｃが撮影光軸ＯＡ方向後側（カバー部材４１側）へと引っ張られて
も、基板３１のコネクタ部品３４との電気的な接続が解除されることのない大きさ寸法と
されている。
【００５７】
　このコード挿通孔４１ｂでは、選択された接続コード１８の外周形状に応じるものとさ
れていることから、挿通された接続コード１８により充填されることにより、カバー部材
４１における前面側（封止用当接面１３ｄへの取り付け側）と後面側との間で封止性能を
有する。また、本実施例では、コード挿通孔４１ｂには、接続コード１８が挿通された状
態において、接続コード１８との間に封止構造が設けられて、カバー部材４１における前
面側（封止用当接面１３ｄへの取り付け側）と後面側との間でより確実な封止性能を有す
るものとされている。本実施例では、コード挿通孔４１ｂに接続コード１８を挿通し、そ
の周囲を防水用接着剤４４で充填（いわゆるコーキング）することにより、コード挿通孔
４１ｂ内での接続コード１８の周辺におけるより確実な封止性能が確保されている。すな
わち、本実施例では、充填部材としての防水用接着剤４４によるコーキングにより、封止
構造が構成されている。
【００５８】
　次に、この撮像装置１０の組み付け手順（方法）の一例について説明する。
【００５９】
  撮像装置１０では、図３に示すように、先ず、鏡筒２２の大内径部側（被写体（物体）
側）の開口から鏡筒２２の保持孔２２ｂへと、光学素子２１ｐ、封止部材２３およびレン
ズ２１ａの順に挿入し、鏡筒２２の大内径部に抜止部材２４を螺合して、撮像光学系２０
を構成する。その鏡筒２２の大径部と、前側筐体部１２の挿通孔１２ｂの内方突出部１２
ｃと、の間に封止部材２７を介在させて、鏡筒２２を挿通孔１２ｂに挿通し、鏡筒２２（
そのネジ溝２２ａ）に螺合した前側ナット状部材２５（そのネジ溝２５ａ）を、鏡筒２２
に対して適宜回転させて（締め付けて）、撮像光学系２０を前側筐体部１２に保持させる
。
【００６０】
　次に、基板３１に撮像素子３２と電子部品３３とコネクタ部品３４とを実装し、その撮
像素子３２が撮像光学系２０に対してピント調整が為された状態となるように基板３１を
位置決めする。この位置決めした基板３１を、鏡筒２２（そのネジ溝２２ａ）に螺合した
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後側ナット状部材２６（そのネジ溝２６ａ）を鏡筒２２に対して適宜回転させる（締め付
ける）ことにより、鏡筒２２に固定する。
【００６１】
　次に、図４に示すように、カバー部材４１のコード挿通孔４１ｂおよび封止部材４２の
コード挿通孔４２ａに接続コード１８を挿通し、その封止部材４２を介在させるようにカ
バー部材４１を封止用当接面１３ｄに押し当てる。そのカバー部材４１を、ねじ挿通孔４
１ａに挿通した螺合部材４３をねじ穴１３ｆに螺合することにより、封止用当接面１３ｄ
に取り付ける。そして、コード挿通孔４１ｂ内において接続コード１８の周囲を防水用接
着剤４４でコーキングする。このように、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃに接続
コード１８を封止的に接続する。
【００６２】
　その後、後側筐体部１３に取り付けられた接続コード１８のコネクタ部１８ｃを、前側
筐体部１２に取り付けられた電子回路部３０の基板３１のコネクタ部品３４に電気的に接
続する。
【００６３】
　次に、前側筐体部１２に取り付けられて接続コード１８が接続された電子回路部３０を
、相対的に撮影光軸ＯＡに沿って後側筐体部１３内へと挿入し、前側筐体部１２と後側筐
体部１３とを封止的に結合する（図３等参照）。これにより、筐体１１により前側筐体部
１２の裏面側における外方からの撮像光学系２０および電子回路部３０への封止性能を有
する撮像装置１０（図３参照）が組み付けられる。なお、この組み付け方法は、本実施例
に限定されるものではない。
【００６４】
　この撮像装置１０は、後側筐体部１３の両取付突起１３ｂを介して所望の箇所に取り付
けることが可能である。撮像装置１０は、例えば、図示は略すが、車両後部のバンパやナ
ンバプレート周辺等に設置することで、車両後方を撮像するように取り付けられる車載カ
メラとして用いることができる。このとき、図示は略すが、撮像装置１０で取得した画像
を、ナビゲーションシステムの表示部としてのモニタに表示させる構成とすることにより
、車両の車室内において乗員特に運転手が、撮像装置１０で取得した車両後方の画像を当
該モニタで認識することができる。すなわち、撮像装置１０は、車載カメラとして用いる
ことにより、運転者による視認を適切に支援する視認支援機構を構成することができる。
【００６５】
　このように、撮像装置１０は、全体に小さな構成であって全方位に対して封止性能を有
する筐体１１内に、撮像光学系２０および電子回路部３０が収容されている。すなわち、
前側筐体部１２と後側筐体部１３とは、その間に介在された封止部材（図示せず）により
、互いの結合箇所における封止性能が確保され、レンズ２１ａの周囲と鏡筒２２の内方（
保持孔２２ｂ）とは、封止部材２３により封止性能が確保され、前側筐体部１２と鏡筒２
２（撮像光学系２０）との間では、封止部材２７により封止性能が確保されている。
【００６６】
　また、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃの封止用当接面１３ｄの連通孔１３ｅは
、カバー部材４１が封止用当接面１３ｄに押し当てられることにより、封止性能が確保さ
れている。特に、本実施例では、封止部材４２が介在されていることから、より高い封止
性能が確保されている。そのカバー部材４１のコード挿通孔４１ｂは、基本的には接続コ
ード１８により充填されることにより、封止性能が確保されている。特に、本実施例では
、接続コード１８の周囲が防水用接着剤４４でコーキングされている（封止構造）ことか
ら、より高い封止性能が確保されている。
【００６７】
　よって、本発明に係る撮像装置１０では、後側筐体部１３の連通孔１３ｅをカバー部材
４１で封止するとともに、そのカバー部材４１のコード挿通孔４１ｂに接続コード１８を
充填的に挿通するものであることから、用いる接続コード１８の種類に関係なくカバー部
材４１で連通孔１３ｅを封止することができる。
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【００６８】
　また、撮像装置１０では、カバー部材４１のコード挿通孔４１ｂと接続コード１８との
間を封止構造により封止するものであることから、用いる接続コード１８の種類に関係な
くカバー部材４１で連通孔１３ｅをより確実に封止することができる。
【００６９】
　さらに、撮像装置１０では、選択した接続コード１８の外周形状に応じる内周形状のコ
ード挿通孔４１ｂをカバー部材４１に形成することにより、その選択した接続コード１８
に対応するものであることから、後側筐体部１３すなわち筐体１１およびカバー部材４１
（それらの構成）を変更する必要がないので、用いる接続コード１８の種類を容易に変更
することができる。換言すると、撮像装置１０では、カバー部材４１におけるコード挿通
孔４１ｂのみの変更だけで、用いる接続コード１８の種類の変更に対応することができる
ので、筐体１１およびカバー部材４１は勿論、他の部材についても接続コード１８の変更
のためだけに変更する必要はなく、多くの部品の汎用性を高めることができる。
【００７０】
　撮像装置１０では、カバー部材４１に形成するコード挿通孔４１ｂと接続コード１８と
の間を封止構造により封止するものであることから、用いる接続コード１８の種類に関係
なくコード挿通孔４１ｂと接続コード１８との間をより確実に封止することができる。
【００７１】
　撮像装置１０では、充填部材としての防水用接着剤４４によるコーキングにより封止構
造を構成するものであることから、簡易な構成でコード挿通孔４１ｂ内での接続コード１
８の周辺における封止性能を確保することができる。
【００７２】
　撮像装置１０では、カバー部材４１が板状とされていることから、選択された接続コー
ド１８の外周形状に応じた内周形状のコード挿通孔４１ｂを容易に形成することができる
。このため、接続コード１８として選択可能な種類を増やすことができるとともに、その
選択した接続コード１８を封止的に挿通させることができる。
【００７３】
　撮像装置１０では、カバー部材４１のコード挿通孔４１ｂ（その内周形状）が、接続コ
ード１８の外周形状に応じるものとされていることから、そのコード挿通孔４１ｂを接続
コード１８でより適切に充填することができ、コード挿通孔４１ｂと接続コード１８との
間での封止性能を確保することができる。
【００７４】
　撮像装置１０では、カバー部材４１のコード挿通孔４１ｂ（その内周形状）が、接続コ
ード１８の外周形状に応じるものとされていることから、封止構造によるコード挿通孔４
１ｂと接続コード１８との間でのより確実な封止性能の確保を容易なものとすることがで
きる。
【００７５】
　撮像装置１０では、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃに平坦な封止用当接面１３
ｄが設けられているとともに、カバー部材４１が平板状とされていることから、封止用当
接面１３ｄとカバー部材４１との面当接が可能であるので、そのカバー部材４１により連
通孔１３ｅを容易に封止することができる。
【００７６】
　撮像装置１０では、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃの連通孔１３ｅが、少なく
とも選択されることが想定される最も大きな外形形状の接続コード１８の挿通を可能とす
る大きさ寸法とされていることから、連通孔１３ｅを含む後側筐体部１３すなわち筐体１
１の変更を招くことなく用いる接続コード１８の種類を容易に変更することができる。
【００７７】
　撮像装置１０では、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃの連通孔１３ｅが、カバー
部材４１により遮蔽可能であることを前提として、可能な限り大きな大きさ寸法とされて
いることから、後側筐体部１３（筐体１１）およびカバー部材４１の変更を招くことなく
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接続コード１８として選択可能な種類を増やすことができる。
【００７８】
　撮像装置１０では、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃの連通孔１３ｅが、カバー
部材４１により遮蔽可能であることを前提として、可能な限り大きな大きさ寸法とされて
いることから、後側筐体部１３（筐体１１）およびカバー部材４１の変更を招くことなく
、接続コード１８（そのコネクタ部１８ｃ）と接続されるコネクタ部品３４の径方向で見
た配設位置の自由度を高めることができ、電子回路部３０の設計自由度を高めることがで
きる。
【００７９】
　撮像装置１０では、接続コード１８とは別体の金属材料からなるカバー部材４１を封止
用当接面１３ｄに押し当てることにより、後側筐体部１３のコード取付部分１３ｃの連通
孔１３ｅを封止する構成であることから、用いる接続コード１８の種類を容易に変更する
ことができる。これは以下のことによる。従来のように接続コードの接続端部をモールド
成形により絶縁性の樹脂で被覆して筐体への接続箇所を形成するものでは、接続コードの
変更に伴ってその接続端部のモールド成形のための金型を変更する必要があるが、封止性
能の確保のために接続端部に極めて高い加工精度が要求されることから、接続端部のモー
ルド成形のための金型を作成することは容易ではない。これに対し、本願発明に係る撮像
装置１０では、金属材料から為り板形状を呈することにより加工が容易とされたカバー部
材４１のみを封止性能の確保のための極めて高い加工精度を満たすものとすれば良いので
、用いる接続コード１８の種類に関係なく連通孔１３ｅを確実に封止することができる。
そして、そのカバー部材４１に、用いる接続コード（１８）に応じたコード挿通孔４１ｂ
を形成すればよいことから、用いる接続コード１８の種類を容易に変更することができる
。
【００８０】
　撮像装置１０では、カバー部材４１が金属材料から板状に形成されているので、コード
挿通孔４１ｂのための加工を容易なものとしつつ後側筐体部１３における連通孔１３ｅ周
辺の強度を確保することができる。
【００８１】
　撮像装置１０では、カバー部材４１が金属材料から形成されていることから、穴開け加
工や曲げ加工等を容易に施すことができるので、容易に係合突起部４１ｃを形成すること
ができる。
【００８２】
　撮像装置１０では、カバー部材４１に係合突起部４１ｃが設けられていることから、接
続コード１８に外側へと引っ張る力（筐体１１から引き抜こうとする力）が作用したとし
ても、係合突起部４１ｃの先端部４１ｄが接続コード１８のコネクタ部１８ｃ（そのケー
ス部分）に当接するので、当該コネクタ部１８ｃが基板３１のコネクタ部品３４との電気
的な接続が解除されることを防止することができる。
【００８３】
　撮像装置１０では、カバー部材４１が金属材料から形成されていることから、後側筐体
部１３のコード取付部分１３ｃの連通孔１３ｅを封止する機能と、接続コード１８の封止
的な挿通を可能とする機能と、に加えて、放熱機能、電磁シールド機能およびフレームグ
ランド機能を有するものとすることができる。この放熱機能とは、金属材料の優れた熱伝
導性を利用して、例えば、電子回路部３０（主に電子部品３３）で発生する熱を外部へと
逃がすことにより、電子回路部３０（そこに形成される電子回路）の性能を確保すること
をいう。また、電磁シールド機能とは、金属材料の優れた導電性を利用して、電子回路部
３０に形成される電子回路における基準電位もしくはグランドレベルに電気的に接続する
ことにより、その電子回路から周囲へと電磁波が放出されることや、周辺から当該電子回
路への電磁波の影響を防止することをいう。さらに、フレームグランド機能とは、金属材
料の優れた導電性を利用して、電子回路部３０に形成される電子回路における基準電位に
電気的に接続することにより、その電子回路の動作を安定させることをいう。これらのこ
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とは、従来のように接続コードの接続端部をモールド成形により絶縁性の樹脂で被覆して
筐体への接続箇所を形成するものでは、熱伝導性や導電性を有していないことから、実現
することはできない。
【００８４】
　したがって、本発明に係る撮像装置１０では、防塵機能を損なうことなく、用いる接続
コードの種類を容易に変更することができる。このため、自身の機能の変更や出力先の自
由度を高めることができるので、用途幅を広げることができる。
【００８５】
　なお、上記した実施例では、本発明に係る撮像装置の一例としての撮像装置１０につい
て説明したが、撮像光学系により結像された被写体像の取得のための撮像素子を含む電子
回路部と、該電子回路部を収容する筐体と、該筐体の外方から前記電子回路部に電気的に
接続される接続コードと、を備える撮像装置であって、前記筐体は、内方と外方とを連通
する連通孔を有し、前記筐体には、金属材料から為り板形状を呈するカバー部材が、前記
連通孔を封止的に遮蔽して取り付けられ、前記カバー部材には、前記接続コードの挿通を
許すコード挿通孔が設けられている撮像装置もしくは車載カメラであればよく、上記した
実施例に限定されるものではない。
【００８６】
　また、上記した実施例では、ねじ挿通孔４１ａに挿通された螺合部材４３が、コード取
付部分１３ｃのねじ穴１３ｆに螺合されることにより、カバー部材４１が封止用当接面１
３ｄに取り付けられていたが、連通孔１３ｅを封止するようにカバー部材４１を封止用当
接面１３ｄに取り付けるものであれば、例えば接着剤による接着するものであってもよく
、上記した実施例に限定されるものではない。
【００８７】
　さらに、上記した実施例では、コード挿通孔４１ｂ内での接続コード１８の周辺に封止
構造（防水用接着剤４４によるコーキング）が設けられていたが、当該封止構造はコード
挿通孔４１ｂ内での接続コード１８の周辺における封止性能を補助的に向上させるもので
あることから、接続コード１８がコード挿通孔４１ｂを充填することにより要求される封
止性能を得ることができるものであれば、当該封止構造を設けなくてもよく、上記した実
施例に限定されるものではない。
【００８８】
　上記した実施例では、筐体が、前側筐体部１２と後側筐体部１３とが封止的に結合され
て構成されていたが、撮像素子３２を含む電子回路部３０を収容しかつ外方から電子回路
部３０へと接続コード１８が接続されるものであれば、連通孔（１３ｅ）をカバー部材（
４１）で封止的に遮蔽するとともにそのカバー部材のコード挿通孔（４１ｂ）に接続コー
ド（１８）を充填的に挿通させる構成とすることによる、防塵機能を損なうことなく用い
る接続コードの種類の変更を容易とする効果を得ることができるので、上記した実施例に
限定されるものではない。
【００８９】
　上記した実施例では、撮像装置１０の適用例として、運転者による視認を適切に支援す
る視認支援機構を構成する車載カメラとして用いることをあげたが、その他にも、例えば
、車両における事故の状況を記録するためのドライブレコーダーとしての車載カメラや、
車両の車室内の監視カメラや、ＡＴＭに搭載する監視カメラ等として広く適用することが
でき、上記した実施例に限定されるものではない。
【００９０】
　上記した実施例では、充填部材としての防水用接着剤４４によるコーキングにより封止
構造が構成されていたが、コード挿通孔４１ｂ内での接続コード１８の周辺におけるより
確実な封止性能を確保することができるものであればよく、上記した実施例に限定される
ものではない。その他の封止構造としては、例えば、図９に示すように、コード挿通孔４
１ｂの周辺に形成した爪部４１ｅを接続コード１８に圧着させることや、図１０に示すよ
うに、コード挿通孔４１ｂの周辺を接続コード１８に溶着させる（溶着部４１ｆ参照）こ
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とや、図１１に示すように、コード挿通孔４１ｂに接続コード１８を挿通し、その周囲を
充填部材としての弾性封止部材４５で充填すること等があげられる。この弾性封止部材４
５は、例えば、接続コード１８の機能を損ねるほどには当該接続コード１８を潰すことな
く、その接続コード１８の周辺に密接することが可能な柔軟な弾性を有する材料、例えば
スポンジ状のゴム材料やスポンジ状の樹脂材料から構成されている。この図１１に示す例
では、弾性封止部材４５は、コード挿通孔４１ｂを充填しつつ接続コード１８を狭み込む
ように対を為して設けられており、それらの間に接続コード１８を配置することにより、
接続コード１８の挿通を可能としつつ当該接続コード１８の周辺に密接することができる
。なお、接続コード１８に圧着可能な爪部４１ｅ（図９参照）は、筐体１１（後側筐体部
１３）の外方へ向けて延出されていてもよく、図９に示す例に限定されるものではない。
【００９１】
　上記した実施例では、カバー部材４１にコネクタ部１８ｃとコネクタ部品３４との電気
的な接続が解除されることを防止（コネクタ部１８ｃのコネクタ部品３４からの抜け防止
）する係合突起部４１ｃが設けられていたが、カバー部材４１が金属材料から形成されて
いることから、穴開け加工や曲げ加工等を容易に施すことができるので、他の機能を併せ
持つ構成としてもよく、上記した実施例に限定されるものではない。
【００９２】
　上記した実施例では、係合突起部４１ｃは、長孔とされたコード挿通孔４１ｂの両側辺
（短辺）に設けられていたが、係合突起部４１ｃの先端部４１ｄが接続コード１８のコネ
クタ部１８ｃ（そのケース部分）に当接することにより、当該コネクタ部１８ｃが基板３
１のコネクタ部品３４との電気的な接続が解除されることを防止するものであればよく、
上記した実施例に限定されるものではない。
【００９３】
　上記した実施例では、連通孔１３ｅが後側筐体部１３の後端面を開口するものとされて
いたが、接続コード１８を挿通させるべく筐体１１の内方と外方とを連通させるものであ
ればよく、上記した実施例に限定されるものではない。
【００９４】
　以上、本発明の撮影装置を実施例に基づき説明してきたが、具体的な構成については、
この実施例に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない限り、設計の変更や追加
等は許容される。
【符号の説明】
【００９５】
　１０　撮像装置
　１１　筐体
　１３　後側筐体部
　１３ｄ　（平坦な外壁面としての）封止用当接面
　１３ｅ　連通孔
　１８　接続コード
　１８ｃ　コネクタ部
　２０　撮像光学系
　３０　電子回路部
　３２　撮像素子
　４１　カバー部材
　４１ｂ　コード挿通孔
　４１ｃ　係合突起部
　４１ｅ　爪部
　４１ｆ　溶着部
　４４　（充填部材としての）防水用接着剤
　４５　（充填部材としての）弾性封止部材
　ＯＡ　撮影光軸
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